
修了認定に係る試験

(基本情報技術者試験に係る問題）

平成２３年ア月２日（土）１３時００分～１５時３０分

注意事項

１．試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

２．試験時間は，次の表のとおりです。
■■■■■■■■■■■■■

濁圃
ー
面 ２時間３０分

3．問題は，次の表に従って解答してください。

4．電卓は，使用できません。

5．そのほかの注意事項は，認定講座開設者の指示に従ってください。

ＩＰＡ斧駕美繍雛繍琶

１



各問題文中に注記がない限り，次の表記ルールが適用されているものとする。

２

注入力部又は出力部に示されているｏ印は，論理状態の反転又は否定を表す。

問題文中で共通に使用される表記ルール

図記号 説明

， 論理積素子（AND）

二Ｄ串 否定論理積素子（NAND）

， 論理和素子（OR）

二，一 否定論理和素子（NOR）

1， 排他的論理和素子（XOR）

｣Ｄ←
１
７ 論理一致素子

似 バッファ

心← 論理否定器（NOT）

スリーステートバッファ



問２ある整数値を，負数を２の補数で表現する２進表記法で表すと最下位２ビットは

‘‘11'’であった。１０進表記法のもとで，その整数値を４で割ったときの余りに関する

記述として，適切なものはどれか。ここで，除算の商は，絶対値の端数が切り捨てら

れるものとする。

問１から問５２までは，テクノロジ系の問題です。

問１１バイトのデータで０のビット数と１のビット数が等しいもののうち，符号なしの２

進整数として見たときに最大になるものを，１０進整数として表したものはどれか。

イ１２７ ウ１７０ア１２０ 工 ２ ４ ０

その整数値が正であれば３

その整数値が負であれば－３

その整数値が負であれば３

その整数値の正負にかかわらず０

ア
イ
ウ

工

問３浮動小数点演算において，絶対値の大きな数と絶対値の小さな数の加減算を行った

とき，絶対値の小さな数の有効けたの一部又は全部が結果に反映されないことを何と

いうか。

ア打切り 誤差イけた落ちウ情報落ち工絶対誤差

３



③⑨

問４次の真理値表で，変数Ｘ，ＺＺに対する関数Ｆを表す式はどれか。ここで，“・”

は論理積，“＋，’は論理和，亙はＡの否定を表す。

アＸ・Ｙ・Ｚ＋Ｘ・Ｙ＋Ｙ・Ｚ
－

ウＸ・Ｙ・Ｚ＋Ｙ

イＸ・Ｙ・Ｚ＋Ｘ・Ｙ＋Ｙ・Ｚ
－

工Ｘ・Ｙ＋Ｙ・Ｚ

問５２分探索木として適切なものはどれか。ここで，１～９の数字は，各ノード（節）の

値を表す。

ウ

イア

４

＠戸①、③ ②〆④~③
④⑤①⑦ ①③⑥⑨

工

⑤⑦

⑦〆⑨~⑥

①②

①②⑤⑥④①①⑨

⑥〆⑦、③

③④

ＸＹＺ Ｆ

０
１
０
１
０
１
０
１

０
０
１
１
０
０
１
１

０
０
０
０
１
１
１
１

０
１
１
０
０
０
１
１






































































